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新しい地域コミュニティのあり方方針（要点）
～10年後、20年後…、地域の将来のために今からやるべきこと～

　昨年、国は地方創生の取組みを強力に打ち出
しました。地方の元気を取り戻すため、全国画
一的な方法ではなく、その地域にあったやり方
やその地域の人々の創意工夫に対して国は支援
しようとしています。まさに、地域の人々が主
役で地域の誇りを取り戻すときです。
　市はコミュニティの崩壊の危機に立ち向かう
ため、豊岡市新しい地域コミュニティのあり方
検討委員会の答申を受け「豊岡市新しい地域コ

　現在の地区公民館は、平成29年３月
末で廃止し、地域自らが地域づくりを
主体的に考え実行する組織「新しい地域
コミュニティ組織」を立ち上げます。す
でに活動組織が地域にある場合はそれ
を基に、また、ない場合はどういう組
織が良いかを地域で検討していきます。
　地域コミュニティ組織は地域内の各
種団体とつながり、地域内をまとめ
ていきます。さらには、地域外住民、
NPOなどとも連携し、活動の応援態勢
を整えます。
　市は地域と連携協力するとともに、
財政や人材の支援を行う制度を整備し
ます。
　コミュニティ組織は、将来的に地域
の思いを計画としてまとめ、実行して
いきます。

ミュニティのあり方方針」を定めました。
　方針では①地域住民が地域のことを思い自ら
行動する②市はその行動を支える仕組みを整
え連携する③地域住民と行政が協働・連携し、
パートナーとして新しい地域運営の仕組みをつ
くっていく―こととしています。
　今後は、この方針に沿って地域づくりを進め
ていきます。

《問合せ》コミュニティ政策課☎21‒9020

　経済成長期は財政も豊かで、行政
が実施するさまざまな事業に住民が
積極的に参加してもらうことが主流
でした。
　近年は、事業のプロセスも重視さ
れ、住民と行政がどのように一緒に
なって行っていくかが大切になって
きています。
　「こんな地域だったらいいのに」―。
だれもが地域を良くしたいと思って
います。そのような思いをそれぞれ
の地域で具体化し実行できる仕組み
が、今後の地域づくりには不可欠です。
　行政や地域の役員に任せるのでは
なく、さまざまな立場の人が一緒に
なって考え実行していくことが必要
です。

住民参加から協働へ

地域が主役となる地域コミュニティ組織とは

《イメージ図》
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　現在の地区公民館は、平成29年
４月にコミュニティセンターに変
更します。
　コミュニティセンターは、これ
まで生涯学習を中心に行ってきた
活動に加え、地域が必要とする活
動も行う地域の拠点にします。
　社会教育施設という枠をなくす
ることで、より地域に使いやすい
ものとし、地域の活動を促進して
いきます。
　貸館はこれまでどおり継続しま
す。

　地域コミュニティ組織が立ち上がっても、活
動がいきなり進んでいくものではありません。
全ての地区は、３年間、モデル地区の組織を立
ち上げ、地域の仕組みづくりを行っていきます。

①計画を実行する
　（合橋地区水仙植栽イベント）
②地域を支える人材を育成する
　（地域マネージャー養成講座）
③自分が住む地域を知る
　（中竹野地区まちむらたんけん）
④地域の将来について考える
　（弘道地区ワークショップ）

　昨年11月４日から26日まで、市
の方針案について、パブリックコ
メント（意見募
集）を行いました。
また、６カ所で
の地域説明会を
行いました。
　パブリックコメントは、意見と
それに対する市の回答を、市ホー
ムページに掲載しています。

パブリックコメントを
市ホームページで紹介

「とよおか地域づくり大会2015」を
開催します

■と　き　３月21日（土・祝）午後１時30分～５時（予定）
■ところ　豊岡市民プラザほっとステージ（アイティ７階）
■内　容　モデル地区の取組み報告など

・地区の取組み報告
・基調講演
　講師：作野広和さん（島根大学教育学部教

授・豊岡市新しい地域コミュニティ
のあり方検討委員会委員長）

・パネルディスカッション
■問合せ　コミュニティ政策課☎21‒9020

地域の活動拠点はコミュニティセンターに

モデル地区の取組みでスタート

①

②

③ ④

この期間に形を整え、地域づくりの意識を高め
ていきます。
　平成26年度は10地区が実施しています。平成
27、28年度で残りの19地区が実施します。
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イ
で
家
庭
生
活
を
味
わ
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

  

1
月
22
日
、
豊
岡
市
の
地
域
再

生
計
画
が
認
定
さ
れ
、
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
中
貝
市
長
に

認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
21
自
治
体
が
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
れ
は「
環
境
経
済
戦
略
と
大

交
流
で
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
地
域
力
強
化
に
よ

り
足
元
を
固
め
る
」と
い
う
本
市
の

戦
略
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

中
貝
市
長
は「
エ
コ
バ
レ
ー
と
大

交
流
の
戦
略
が
評
価
さ
れ
て
う
れ

し
い
。
こ
れ
を
機
に
、
人
口
減
少

対
策
に
今
後
し
っ
か
り
取
り
組
む
」

と
述
べ
ま
し
た
。

▲書道を体験する東川初等学校児童

▲安倍総理から認定書を授与され
る中貝市長

▲安倍総理、石破　茂地方創生担当
内閣府特命担当大臣と記念撮影

〜
豊
岡
の
活
性
化
に
強
力
な
助
っ
人
〜

地
域
再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

〜
異
文
化
理
解
・
交
流
の
貴
重
な
機
会
〜

韓
国
慶キ

ョ
ン

州ジ

ュ

市
訪
問
団
の
来
訪

〜
万
一
に
備
え
て
、日
頃
か
ら
準
備
〜

冬
山
遭
難
救
助
訓
練
を
実
施

【
1
月
】

13
日
・
友
好
親
善
都
市
・
韓
国　

慶キ
ョ
ン

州ジ
ュ

市
訪
問
団
受
け
入

れ（
〜
15
日
）

19
日
・
城
崎
町
町
内
会
長
会
が
城

崎
町
湯
島
大
火
災
害
義
援

金
募
集（
〜
3
月
20
日
）

20
日
・
第
2
回
城
崎
町
湯
島
大
火

災
害
対
策
本
部
会
議

21
日
・
第
2
回
防
災
会
議

　
　

・
豊
岡
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ

ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　

体
験
会
Ⅲ「
中
筋
冬
の
旬

を
楽
し
む
会
」、
22
日
・

報
告
会「
地
域
か
ら
考
え

る
〜
心
豊
か
な
未
来
の

暮
ら
し
方
の
か
・
た
・

ち
〜
」

22
日
・
地
域
再
生
計
画
の
認
定
書

授
与
式（
総
理
官
邸
）

24
日
・
石
川
県
立
津
幡
高
等
学
校

が「
千
羽
コ
ウ
ノ
ト
リ
」

と「
千
羽
ト
キ
」を
寄
付

26
日
・
豊
岡
市
地
域
公
共
交
通
会
議

28
日
・
豊
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
活
動
報
告

30
日
・
冬
山
遭
難
救
助
訓
練

　
　

・
全
国
定
住
自
立
圏
構
想
推

進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
2
月
】

1
日
・
文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

8
日
・
八
条
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

専
門
施
設
完
成
見
学
会

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

1
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
韓

国
慶
州
市
訪
問
団（
東ト

ン

川チ
ョ
ン

初
等
学

校
児
童
な
ど
）が
来
訪
し
ま
し
た
。

　

同
市
と
は
、
平
成
3
年
に
旧
出

石
町
が
友
好
親
善
都
市
提
携
を
締

結
し
て
以
来
、
相
互
派
遣
交
流
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

訪
問
団
は
、
13
日
は
歓
迎
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
、
14
日
は
港
東
小
学
校

で
児
童
ら
と
交
流
し
、
給
食
を
食

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ

  

1
月
30
日
、
冬
山
遭
難
救
助
訓

練
を
旧
名
色
ス
キ
ー
場（
日
高
町

名
色
）で
実
施
し
ま
し
た
。

　

神
鍋
高

原
に
は
、

毎
年
多
く

の
ス
キ
ー

客
な
ど
が

訪
れ
て
い

ま
す
。
冬

山
で
の
遭

難
者
の
救

助
は
、
経

験
者
で
な

　

本
市
は
、
こ
の
認
定
に
よ
る
地

域
再
生
戦
略
交
付
金
な
ど
を
活
用

し
て「
小
さ
な
世
界
都
市
・
豊
岡
」

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【
地
域
再
生
制
度
】

　

地
域
経
済
の
活
性
化
、
地
域
に

お
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
、
そ
の

他
の
地
域
の
活
力
の
再
生
を
総
合

的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

地
域
が
行
う
自
主
的
か
つ
自
立
的

な
取
組
み
を
国
が
支
援
す
る
制
度
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
再
生

計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大
臣

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、
当
該

地
域
再
生
計
画
に
記
載
し
た
事
業

の
実
施
に
当
た
り
、
財
政
、
金
融

な
ど
の
支
援
措
置
を
活
用
で
き
る
。

い
と
難
し
く
、
関
係
機
関
の
素
早

い
連
携
が
重
要
で
す
。
地
元
の
日

高
地
域
で
は
、
冬
山
遭
難
救
助
隊

を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
に
は
、
豊
岡
消
防

署
、
日
高
消
防
団
、
豊
岡
南
警
察

署
、
奥
神
鍋
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
、
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は「
ス
キ
ー
場
で
、
男
性
2

人
が
コ
ー
ス
外
を
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

で
滑
走
中
、
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ

た
」と
い
う
想
定
で
、
雪
上
歩
行
訓

練
、
ゾ
ン
デ
棒
取
扱
い
訓
練
、
要

救
助
者
掘
り
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

▲ゾンデ棒取扱い訓練の様子
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ま
た
、
前
日
は
、
地
区
と
の
共

同
事
業「
中
筋
冬
の
旬
を
楽
し
む

会
」
が

開
催
さ

れ
、
地

元
食
材

を
使
っ

た
雑
煮

を
味
わ

い
ま
し

た
。

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、

古
川
准
教
授
が
、
豊
岡
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
共
同
研
究
の
取

組
み
を
報
告
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
中
筋
地
区
代
表
の
今
井　

悟
さ

ん
が「
中
筋
の
旬
を
味
わ
う
会
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
事
例
発
表
を
し

ま
し
た
。

　

将
来
の
厳
し
い
環
境
制
約
下
で

も
、
楽
し
く
、
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ

ド
キ
暮
ら
せ
る
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ

る
貴
重
な
催
し
で
し
た
。

　

ま
た
も
や
ス
ラ
ン
プ
で
す
。
た

か
が
1
カ
月
に
1
回
の
原
稿
で

は
な
い
か
、
と
お
思
い
で
し
ょ

う
。
で
す
が
。
光
陰
矢
の
ご
と
し
。

昨
日
秘
書
広
報
課
に
原
稿
を
出

し
た
ば
か
り
な
の
に
、
今
日
は
も

う
督
促
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気

分
で
す
。

　
「
語
る
こ
と
が
一
行
も
な
い
な

ん
て
！
あ
あ
、
な
ん
て
つ
ま
ら
な

い
人
生
な
ん
だ
！
」と
わ
め
い
て

も
、「
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
た
ま
に

は
」と
妻
は
冷
た
い
も
の
で
す
。

　
「
最
近
、
沖
永
良
部
や
西
予
市
、

出
雲
市
に
招
か
れ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
話
を
し
に
行
っ
た
、っ
て
の
は

ど
う
か
な
？
」「
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
、

最
近
な
ん
か
書
い
た
で
し
ょ
？
ダ

メ
」「
で
は
、
首
相
官
邸
に
行
っ
て
、

安
倍
総
理
か
ら
豊
岡
市
の
地
域
再

生
計
画
の
認
定
書
を
も
ら
っ
て
き

た
っ
て
話
は
？
同
じ
く
官
邸
で
、

石
破
大
臣
が
地
方
創
生
に
関
す
る

僕
の
話
を
聞
い
て
、
思
わ
ず
、
う

ん
！
と
声
を
出
し
て
う
な
ず
い
た

と
い
う
話
は
？
」「
イ
マ
イ
チ
」

　

以
前
、
原
稿
に
困
っ
た
と
き
、

娘
が「
あ
あ
ス
ラ
ン
プ
だ
、っ
て
書

い
た
ら
？
」と
優
し
く
言
っ
て
く

れ
た
の
と
大
違
い
で
す
。

　

5
歳
の
孫
が「
じ
い
じ
、
ど
う

し
た
の
？
」「
作
文
が
で
き
な
く
て

苦
し
ん
で
い
る
ん
だ
よ
」「
ふ
う

ん
？
ば
あ
ば
、
本
読
ん
で
」と
ま

る
で
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
い
っ
そ
の
こ
と
、
年
末
に
滑

っ
て
転
ん
で
捻
挫
し
た
話
を
書

い
た
ら
？
」と
妻
。「
ま
た
か
っ
て
、

市
民
に
思
わ
れ
る
。か
っ
こ
悪
い
」

　

実
は
、
過
去
に
、
ド
イ
ツ
の
ホ

テ
ル
の
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
で
滑
っ

て
肘
に
大
け
が
を
し
た
り
、
早
朝
、

後
ろ
向
き
歩
き
を
し
て
い
て
、
道

端
に
お
い
て
あ
っ
た
三
角
コ
ー
ン

に
つ
ま
ず
い
て
手
首
を
痛
め
、
手

術
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
市
長
は
完
璧
だ
、
み
た
い
に

誤
解
し
て
い
る
人
も
い
る
み
た
い

だ
か
ら
、
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

「
ダ
メ
」「
そ
う
言
え
ば
、
市
長
は

ぴ
ち
ぴ
ち
に
な
っ
た
古
い
背
広
を

大
切
に
着
て
い
て
素
晴
ら
し
い
、

っ
て
褒
め
て
い
た
人
が
い
た
ら
し

い
よ
」「
ぴ
ち
ぴ
ち
っ
て
、
最
近
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ん
だ
け
ど
」

　

と
、
だ
ら
だ
ら
と
、
し
か
し
巧

み
に
近
況
を
織
り
交
ぜ
て
、
珠
玉

の
原
稿
が
無
事
に
完
成
し
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
。

　
原
稿
の
苦
し
み

88

　

豊
岡
市
は
東
北
大
学
名
誉
教
授

の
石
田
秀
輝
さ
ん
と
同
大
学
院
環

境
科
学
研
究
科
准
教
授
の
古
川
柳り

ゅ
う

蔵ぞ
う

さ
ん
と
共
同
で
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
取
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

1
月
22
日
、
豊
岡
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

報
告
会「
地
域
か
ら
考
え
る
〜
心

豊
か
な
未
来
の
暮
ら
し
方
の
か
・

た
・
ち
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
石
田
名
誉
教
授
が
基
調

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都
市

住
民
な
ど
地
域
外
の
人
材
を
受
け

入
れ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
に
携
わ
り
な

が
ら
、
併
せ
て
そ
の
定
住
・
定
着

を
図
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
制
度
で
す
。

　

本
市
で
は
、
昨
年
4
月
に
青あ

お

栁や
ぎ

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん（
東
京
都
出
身
）と
森も

り

定さ
だ

佑ゆ

実み

子こ

さ
ん（
北
海
道
出
身
）を
隊

員
に
委
嘱
し
、
竹
野
浜
地
域
を
拠

点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

1
月
28
日
、
こ
れ
ま
で
の
二
人

〜
地
域
に
根
ざ
し
、地
域
住
民
と
と
も
に
活
動
〜

豊
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会
を
開
催

豊
岡
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

「
地
域
か
ら
考
え
る
〜
心
豊
か
な
未
来
の
暮
ら
し
方
の
か・
た・
ち
〜
」 

を
開
催▲報告する青栁さん（左）と森

定さん ▲古川准教授（左）と中筋地区の今井代表

の
活
動
を
振
り
返
る「
活
動
報
告

会
」を
開
催
し
、
地
域
住
民
な
ど

約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
ま
ず
地
域
や
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
を
知
る
こ
と
、
そ

し
て
自
分
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
空

き
家
の
利
活
用
の
検
討
、
地
域
の

魅
力
発
信
、
体
験
事
業
の
指
導
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
英
訳
な
ど
、
地

域
住
民
の
協
力
を
得
て
し
て
き
た

活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。ま
た「
報

告
会
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
う
れ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
を
元
気

に
す
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」と

話
し
ま
し
た
。
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特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
介
護
老

人
保
健
施
設
な
ど

に
入
所
さ
れ
る
方

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
含
む
）の
食
費

と
居
住
費（
滞
在
費
）の
負
担
軽
減

制
度
の
改
正
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｑ　

軽
減
制
度
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
、
ど
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介

護
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
入
所

す
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
一
部
負
担
の
ほ
か
に
、
居
住

費
・
食
費
の
自
費
負
担
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
所
得
の
低
い

方
は
負
担
の
上
限
額（
負
担
限

度
額
）が
定
め
ら
れ
、
費
用
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
　

現
在
の
基
準
で
は
、
住
民
票

上
の
世
帯
が
住
民
税
非
課
税
世

帯
で
あ
れ
ば

軽
減
の
対
象

で
す
が
、
今
年

の
8
月
以
降
、

基
準
が
次
の

よ
う
に
見
直

さ
れ
ま
す
。

○
対
象

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
市
民

・
40
歳
以
上（
平
成
28
年
3
月
31

日
現
在
）

・
市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
・
日

程
で
受
診
可
能

・
職
場
な
ど
で
人
間
ド
ッ
ク
助
成

制
度
が
な
い

・
平
成
27
年
度「
す
こ
や
か
市
民

健
診
」・「
個
別
健
診（
特
定
健

診
）」を
受
診
し
な
い

○
助
成
対
象
病
院

　

豊
岡
病
院
、
日
高
医
療
セ
ン
タ

ー
、
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー

○
受
診
期
間

　

4
月
下
旬
〜
平

成
28
年
3
月

○
申
込
方
法

　

健
康
増
進
課
、

市
民
課
国
保
医
療

係
、
各
支
所
市
民
福
祉
係
に
あ
る

「
助
成
申
込
書（
は
が
き
）」に
記
入

の
上
、
窓
口
へ
提
出
ま
た
は
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限

　

3
月
16
日（
月
）必
着

○
そ
の
他

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

【
平
成
27
年
8
月
か
ら
】

①
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
で
も
、

配
偶
者
の
住
民
税
課
税
状
況
も

判
定
要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

②
預
貯
金
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
判

定
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
単
身
の
場
合
は
1
千
万

円
以
下
、
夫
婦
の
場
合
は

2
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が

要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す（
預
貯

金
な
ど
に
は
、
普
通
預
金
、
定

期
預
金
の
ほ
か
、
有
価
証
券
な

ど
の
資
産
も
含
み
ま
す
）。

【
平
成
28
年
8
月
か
ら
】

③
軽
減
の
段
階
の
う
ち
、
現
在
、

第
2
段
階
と
第
3
段
階
は
、
課

税
年
金
収
入
お
よ
び
合
計
所
得

金
額
の
合
計
額
で
判
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
遺
族
年
金

お
よ
び
障
害
年
金
と
い
っ
た
非

課
税
年
金
の
額
も
含
め
て
判
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
項
目
で
、
平
成
27
年
8

月
以
降
、
申
請
の
際
に
預
貯
金

通
帳
の
写
し

な
ど
を
添
付

し
て
く
だ
さ

い
。

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

❹

〜
負
担
軽
減
制
度
〜

※
受
診
日
程
は
、
各
病
院
ま
た
は

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
　
公
立
豊
岡
病
院
組
合
立
病
院
で
の

人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成
希
望
者
募
集

※
日
程
は
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増

進
課
保
健
医
療
政
策
係（
〒

6
6
8

－

0
0
4
6　

立
野
町

12

－

12
）☎
24

－
1
1
2
7

《助成内容》
医療機関 種別 定員 基本料金 加入している保険の種類 市助成額 自己負担額

豊岡病院 日帰り 130人 41,650円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 23,650円

その他保険 10,000円 31,650円

日高医療
センター

半日 250人 37,800円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 19,800円

その他保険 10,000円 27,800円

１日 100人 46,440円
豊岡市国保・後期高齢者 22,000円 24,440円

その他保険 12,000円 34,440円

１泊
２日 75人 63,720円

豊岡市国保・後期高齢者 30,000円 33,720円

その他保険 15,000円 48,720円

出石医療
センター 日帰り 40人 43,200円

豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 25,200円

その他保険 10,000円 33,200円

※基本料金は、変更される場合があります。
※各病院のオプション検査の種類・料金は、｢人間ドック受診のしおり｣ をご覧ください。
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国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
2　
0　
1

　
4
年
の
10
大
項
目
を
発
表
し
ま
し

た
。

①
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
が

依
然
多
い
状
況

　

高
齢
者
の
相
談
は
、
全
相
談
の

3
割
近
く
を
占
め
、
依
然
多
い
状

況
で
す
。
特
に
、
認
知
症
な
ど
で

判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
高
齢
者
の
被
害
が
目
立

ち
ま
す
。

②
事
業
者
か
ら
の
個
人
情
報
の

大
量
流
出
事
件
発
生

　

大
手
通
信
教
育
事
業
者
が
保
有

す
る
顧
客
の
個
人
情
報
が
、
大
量

に
流
出
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し

た
。

③
公
的
機
関
等
を
か
た
る

詐
欺
的
勧
誘
が
急
増

　
「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
漏
れ

て
い
る
の
で
、削
除
し
て
あ
げ
る
」

な
ど
と
電
話
で
、
個
人
情
報
削

除
を
持
ち
掛
け
る
詐

欺
に
関
す
る
相
談
が
、

昨
年
の
4
倍
以
上
に

急
増
し
ま
し
た
。
こ

の
中
に
は
、
公
的
機

関
を
か
た
る
も
の
が

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
71

〜
消
費
者
問
題
に
関
す
る
2
0
1
4
年
の
10
大
項
目
〜

目
立
ち
ま
す
。

④
食
の
安
全
と
信
頼
が

脅
か
さ
れ
る
事
件
が
相
次
ぐ

　

国
内
の
工
場
で
製
造
し
た
冷
凍

食
品
の
一
部
に
農
薬
が
混
入
さ
れ

た
事
件
を
は
じ
め
、
海
外
の
工
場

で
の
不
衛
生
な
実
態
の
発
覚
な
ど
、

食
の
安
全
や
衛
生
に
関
す
る
問
題

が
相
次
い
で
明
る
み
に
出
ま
し
た
。

⑤
ネ
ッ
ト
通
販
ト
ラ
ブ
ル
が

引
き
続
き
増
加

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ

ブ
ル
の
中
で
も
、
特
に
ネ
ッ
ト
通

販
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
昨
年

と
比
べ
、
2
割
以
上
増
加
し
て
い

ま
す
。
コ
ピ
ー
商
品
や
偽
造
品
な

ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。

⑥
遠
隔
操
作
に
よ
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

変
更
勧
誘
ト
ラ
ブ
ル
が
急
増

　

大
手
電
話
会
社
の
関
連
事
業
者

と
思
わ
せ
る
な
ど
し
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
契
約
の
内
容
変
更
を
遠
隔
操

作
し
て
も
ら
っ
た
後
、
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
相
談
が
急
増
し
ま
し
た
。

⑦
若
者
に
投
資
関
連
ト
ラ
ブ
ル
が

拡
大

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
始

め
ら
れ
る
バ
イ
ナ
リ
ー
オ
プ
シ
ョ

ン
取
引（
為
替
相
場
等
の
上
が
り

下
が
り
を
予
想
し
、
当
た
れ
ば
一

定
額
を
受
け
取
れ
る
が
、
外
れ
れ

ば
全
額
を
失
う
取
引
）の
相
談
は
、

全
体
の
約
半
数
を
20
代
が
占
め
て

い
ま
す
。

⑧
繰
り
返
さ
れ
る
子
ど
も
の
事
故

　

ボ
タ
ン
電
池
の
誤
飲
事
故
、
浴

槽
で
起
き
る
首
掛
け
式
浮
き
輪
で

の
溺
水
事
故
な
ど
が
繰
り
返
し
発

生
し
た
た
め
、
注
意
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。

⑨
消
費
税
率
が
8
％
に
ア
ッ
プ

　

平
成
26
年
4
月
か
ら
消
費
税
率

が
5
％
か
ら
8
％
に
ア
ッ
プ
し
た

こ
と
に
伴
い
、
便
乗
値
上
げ
や
表

示
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

⑩
消
費
者
関
連
法
規
の
改
正
に

よ
り
地
方
消
費
者
行
政
の

基
盤
を
強
化

　

消
費
者
安
全
法
、
景
品
表
示
法

の
改
正
法
が
6
月
に
成
立
・
公
布

さ
れ
、
地
方
消
費
者
行
政
の
基
盤

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

－

9
0
0
1

す
。
地
域
の
方
や
関
係
機
関
が
見

守
り
事
業
に
積
極
的
に
協
力
す
る

こ
と
で
、
良
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
築
い
て
き
た
信
頼
関
係
を

も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
き
め
細
か

な
防
犯
・
交
通
安
全
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

■
今
後
の
見
守
り
事
業
に
つ
い
て

　

地
域
の
方
に
、
駐
在
所
を
も
っ

と
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
力
事
業
所
の
大
半
が
参
加
し
て

い
る「
地
域
ケ
ア
会
議
」（
※
）に
も

可
能
な
限
り
参
加
し
、
難
し
い
地

域
の
問
題
を
協
力
し
て
解
決
す
る

な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
つ

な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
民
生
委
員
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

　

業
所
、
社
協
職
員
、
行
政
機
関

　

な
ど
で
構
成
す
る
会
議

《
問
合
せ
》
高
年
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

2
4
0
9

　

見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
協
力

機
関
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
但
東
地
域　

豊
岡
南
警
察
署

　

但
東
所
管
区
域
派
出
所

■
見
守
り
事
業
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
、
気
を
付
け
て
い
る
点

は
？

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、

日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
、
高
齢
者
が
振
り
込
め

詐
欺
や
交
通
事
故
の
被
害
者
と
な

る
事
案
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
時
、
高
齢
者
世
帯

宅
に
は
積
極
的
に
立
ち
寄
り
、
顔

を
知
っ
て
も
ら
っ
て
話
し
や
す
い

関
係
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
最
近
起
き
た
高
齢
者
へ

の
詐
欺
事
件
や
交
通
事
故
の
発
生

状
況
な
ど
、
事
例
を
用
い
て
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
で
、
事

件
・
事
故
の
未
然
防
止
の
助
け
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
見
守
り
事
業
を
行
う
中
で

気
付
い
た
こ
と
は
？

　

高
齢
者
の
安
心
、
安
全
を
守
る

こ
と
は
、
地
域
の
共
通
の
目
標
で

と
よ
お
か
ホ
ッ
と
見
守
り
隊
　
□11

　
協
力
事
業
者
紹
介
⑦

【
平
成
27
年
8
月
か
ら
】

①
世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合
で
も
、

配
偶
者
の
住
民
税
課
税
状
況
も

判
定
要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

②
預
貯
金
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
判

定
要
件
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
単
身
の
場
合
は
1
千
万

円
以
下
、
夫
婦
の
場
合
は

2
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が

要
件
に
追
加
さ
れ
ま
す（
預
貯

金
な
ど
に
は
、
普
通
預
金
、
定

期
預
金
の
ほ
か
、
有
価
証
券
な

ど
の
資
産
も
含
み
ま
す
）。

【
平
成
28
年
8
月
か
ら
】

③
軽
減
の
段
階
の
う
ち
、
現
在
、

第
2
段
階
と
第
3
段
階
は
、
課

税
年
金
収
入
お
よ
び
合
計
所
得

金
額
の
合
計
額
で
判
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
遺
族
年
金

お
よ
び
障
害
年
金
と
い
っ
た
非

課
税
年
金
の
額
も
含
め
て
判
定

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
右
記
の
項
目
で
、
平
成
27
年
8

月
以
降
、
申
請
の
際
に
預
貯
金

通
帳
の
写
し

な
ど
を
添
付

し
て
く
だ
さ

い
。
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Pot苗▽豊岡ええまん▽誕生の塩▽ソーラーラ
ジオライト手回し充電▽コメサボン▽純米酒▽
二方蒲

かま

鉾
ぼこ

詰め合わせ▽ＬＥＤネックライト▽コ
ウノトリ育むお米▽兵庫豊岡こうのとりのお米
▽こうのとり生姜商品▽刈草土壌改良剤▽ラン
チバイキングペアお食事券▽コウノトリのクッ
キング米粉▽城崎スイーツco・co・ro▽バーベ
キュー用白炭▽生もと吟醸純米▽トイレット
ペーパー｢兵庫の紙｣▽特急バス往復乗車券▽い
ろどり花林糖▽プチギフト▽地場産品詰め合わ
せ▽エコバッグ▽Riccaペア昼食券▽海鮮丼ペ
アお食事券▽市内温泉施設無料入浴券　など

※現在お持ちのポイント券は、今回の抽選会が終
わると使用できません。

※賞品は、予告なく変更する場合があります。

豊岡エコポイント ㉘
みんなで取り組もう

◆日　　時　３月22日（日）
　　　　　　午前10時～午後２時
◆場　　所　豊岡稽古堂
　　　　　　（市役所本庁舎前）
◆賞品内容
１泊２日ペア宿泊券▽木製ジャ
ケット用ハンガー▽マイクロファ
イバータオル▽オーガニックコッ
トンバッグ▽城崎マリンワールド
ペア入園券▽伊賀焼直火炊飯土鍋▽コエンザイ
ムＱ10▽出石皿そば半生麺▽コウノトリコー
ちゃんのミニカステラ▽城崎ビネガー詰合せ▽

　市では、環境行動の成果が形となって表れ、実感できる仕組み｢豊岡エコポイント｣を実施し
ています。抽選会や賞品などの情報をシリーズでお知らせします。

《問合せ》エコバレー推進課☎23－4480

第８回市民エコポイント
　　　抽選会を開催します 今回が

最終！
忘れずに

み
ん
な
で
守
ろ
う 

大
切
な
命

〜
３
月
は
自
殺
予
防
強
化
月
間
で
す
〜

　
国
は
、
例
年
自
殺
者
の
最
も
多

い
3
月
を
自
殺
予
防
強
化
月
間
と

定
め
、
重
点
的
に
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
で
心
理
的
に「
追
い
込
ま
れ

た
末
の
死
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
は
、
職
場
や
学
校
生
活
な
ど

環
境
の
変
化
や
そ
れ
に
伴
う
人
間

関
係
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
原
因
と

な
り
、
心
の
調
子
を
崩
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に「
何
だ
か
い

つ
も
と
違
う
な
」と
感
じ
る
人
が

い
た
ら
、
ま
ず
は
声
を
掛
け
、
そ

の
人
の
抱
え
る「
悩
み
」を
聴
い
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
必
要
な
相
談

窓
口
に
つ
な
げ
、
そ
の
人
を
見
守

っ
て
く
だ
さ
い
。
か
け
が
え
の
な

い
命
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

悩
み
の
背
景
に
は
心
の
病
気
も

　
自
ら
命
を
絶
っ
た
人
の
9
割
は

何
ら
か
の
心
の
病
気
を
抱
え
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
中
で
最
も
多
い
の
が『
う

つ
病
』で
す
。

う
つ
病
と
は
?

　
う
つ
病
は
、
誰
で
も
か
か
る
可

能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。

15
人
に
1
人
は
鬱う
つ

の
状
態
を
経
験

す
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
に
な
る
と
、

弱
さ
や
怠
け
で
は
な

く
、
脳
の
神
経
伝
達

物
質
の
働
き
が
悪
く

な
り
、
感
情
が
う
ま

く
調
整
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
自
覚
が
し
に
く
く
、

悩
ん
で
い
て
も
病
気

で
あ
る
こ
と
に
気
付

か
な
か
っ
た
り
、
医

療
機
関
で
の
受
診
を

た
め
ら
い
、
医
療
を
受
け
な
い
人

が
多
く
い
ま
す
。

身
体
や
心
の
不
調
に
心
当
た
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
?

◆
自
分
で
感
じ
る
症
状

　
悲
し
い
、
憂ゆ
う

鬱う
つ

、
気
分
が
沈
む
、

　
眠
れ
な
い
、
集
中
力
が
な
い
、

　
好
き
な
事
も
や
り
た
く
な
い
等

◆
周
り
か
ら
み
て
分
か
る
症
状

　
表
情
が
暗
い
、
元
気
が
な
い
、

　
涙
も
ろ
い
、
仕
事
や
家
事
の
能

　
率
が
低
下
、
ミ
ス
が
増
え
る
、

　
飲
酒
量
が
増
え
る
等

◆
身
体
に
で
る
症
状

　
食
欲
が
な
い
、
便
秘
が
ち
、
疲

　
れ
や
す
い
、
性
欲
が
な
い
、
頭

　
痛
、
動ど
う

悸き

、
胃
の
不
快
感
、
め

　
ま
い
等

相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
市
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
の
相
談

窓
口（
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談
・
こ

こ
ろ
の
相
談
室
）を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周

り
の
人
も
相
談
で
き
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
、
家
族
だ
け
で
抱
え
込

ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

《
問
合
せ
》健
康
増
進
課

　
☎
24

1
1
2
7

｢うつ病｣チェック
□毎日の生活に充実感がない。
□これまで楽しんでやれていたこと
が、楽しめなくなった。

□これまでは楽にできていたことが、
今ではおっくうに感じる。

□自分が役に立つ人間だと思えない。
□訳もなく疲れたように感じる。
※これらのうち、二つ以上当てはまり、
ほとんど毎日続いてい
て、生活に支障が出てい
る場合、うつ病の可能性
を考えてください。



　
豊
岡
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議

会
で
は
障
害
者
就
労
支
援
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
障
害
者

雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
を
紹
介
し
ま
す
。

㈱
メ
イ
ワ
パ
ッ
ク
ス
兵
庫
工
場

（
出
石
町
鳥
居
）

◆
企
業
概
要
は
?

　
菓
子
、
日
用
品
、
医
療
品
、
雑

貨
な
ど
幅
広
い
品
物
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ（
袋
）を
作
っ
て
い
ま
す
。
袋
に

社
名
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
商
品
に
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
袋
は
10
万
種
類
以
上
で
、

全
国
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
支
店

や
工
場
も
全
国
に
あ
り
、
兵
庫
工

場
で
は
従
業
員
2
4
3
人
の
う
ち

12
人
が
障
害
の
あ
る
方
で
す
。

◆
雇
用
の
現
状
は
?

　
身
体
障
害
以
外
の
方
の
雇
用
に

は
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
社

と
し
て
は〝
障
害
者
雇
用
納
付
金

を
支
払
う
よ
り
障
害
者
雇
用
を
〞

と
考
え
、
採
用
を
進
め
ま
し
た
。

法
定
雇
用
率
が
き
っ
か
け
の
障
害

者
雇
用
で
し
た
が
、
今
で
は「
誰

が
欠
け
て
も
作
業
が
進
ま
な
い
状

況
」で
す
。

　
社
名
の
由
来
は「
明
る
く
和
を

も
っ
て
」か
ら「
明
和
＝
メ
イ
ワ

（
パ
ッ
ク
ス
）」で
、
会
社
は
一
つ

の
チ
ー
ム
で
あ
り
家
族
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
障
害
の
あ
る
方

も「
大
家
族
」の
一
員
と
し
て
受
け

入
れ
、
適
材
適
所
に
配
置
し
、
戦

力
と
し
て
定
年
ま
で
働
い
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
仕
事
の
内
容
は
?

　
主
な
も
の
は
、
製
造
工
程
で
発

生
す
る
廃
材
の
収
集
や
圧
縮
処
理

で
す
。
シ

ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ

ー
の
方
と

協
力
し
て

行
っ
て
い

ま
す
。

◆
今
後
の
展
開
は
?

　
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
豊
岡
、

但
馬
障
害
者

就
業
・
生
活

支
援
セ
ン

タ
ー（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）

な
ど
と
連
携

し
な
が
ら
雇

用
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
会
社
と
し
て
障

害
者
雇
用
を
受
け
入
れ
る「
場
」を

提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆【
働
く
人
の
声
】

○
A
さ
ん（
30
代
男
性　

精
神
保

　

健
福
祉
手
帳　

入
社
3
年
目
）

　
こ
れ
ま
で
体
力
的
に
も
理
解
力

も
つ
い
て
い
け
ず
に
仕
事
を
転
々

と
し
て
き
た
が
、
こ
こ
は
仕
事
の

内
容
が
合
っ
て
い
る
と
思
う
。
最

初
は
何
で
も
で
き
る
と
思
い
込
ん

で
い
た
。
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く

失
礼
な
こ
と
を
言
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
少
し
ず
つ
勤
務
時
間
を

増
や
し
た
り
、
セ
ン
タ
ー
の
定
期

的
な
会
社
訪
問
で
自
分
を
客
観
視

で
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
う
。

○
B
さ
ん（
30
代
男
性　

精
神
保

　

健
福
祉
手
帳　

入
社
2
年
目
）

　
最
初
は
仕
事
に
つ
い
て
い
け
る

か
不
安
だ
っ
た
が
、
長
期
間
の
実

習
で
仕
事
内
容
や
会
社
の
雰
囲
気

が
分
か
っ
た
こ
と
や
セ
ン
タ
ー
の

定
期
訪
問
で
不
安
が
解
消
さ
れ
、

今
で
は
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な

っ
た
。
定
年
後
も
シ
ル
バ
ー
と
し

て
働
き
続
け
た
い
。

《
問
合
せ
》豊
岡
市
障
害
者
自
立

支
援
協
議
会
事
務
局（
豊
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
豊
岡
市
障
害

者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
26

6
0
6
0

障
害
者
支
援
の
か
た
ち
『
働
く
』

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
《問合せ》農林水産課☎23－1127

こちら鳥獣害対策員です！⑧
～来年度の獣害対策に向けて～

と
の
交
通
事
故
の
多
く
を
防
げ
ま

す
。

　
自
然
の
豊
か
さ
は
豊
岡
市
の
宝

で
す
。
野
生
動
物
も
常
に
道
路
を

利
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
防
衛
運

転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
前
回
に
続
き
、
お
薦
め

書
籍
を
紹
介
し
ま
す
。
中
型
獣
編

の
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ヌ
ー
ト
リ
ア
に

関
し
て
書
か
れ
て
い
る「
ハ
ク
ビ

シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
　
お
も
し
ろ

生
態
と
か
し
こ
い
防
ぎ
方
」（
古
谷

益
朗
著
・
農
文
協
）が
お
薦
め
で

す
。
な
お
、
そ
の
他
の
獣
種
に
関

し
て
は
決
定
版
と
い
え
る
市
販
の

本
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
内
で
は
ヌ
ー
ト
リ
ア
や
ア
ナ

グ
マ
に
よ
る
被
害
が
出
て
い
る
場

所
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
策

は
、
書
籍
よ
り
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
資
料
は
農
林
水
産
課

と
各
支
所
地
域
振
興
係
に
あ
り
ま

す
。

　
夜
間
、
車
の
運
転
中
に
野
生
動

物
が
飛
び
出
し
て
く
る
と
驚
き
ま

す
よ
ね
。動
物
の
種
類
に
よ
っ
て
、

道
路
を
渡
る
場
所
が
異
な
り
ま

す
。
大
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い

シ
カ
の
場

合
①
ト
ン

ネ
ル
の
出

入
り
口
付

近
②
道
の

両
側
ギ
リ

ギ
リ
ま
で
山
が
迫
っ
て
い
る
よ
う

な
場
所
③
道
の
片
側
に
山
が
迫
っ

て
お
り
、
反
対
側
に
川
や
田
畑
が

広
が
っ
て
い
る
場
所
│
が
多
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
所

で
は
車
間
距
離
を
広
く
と
り
、
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
す
こ
と
で
、
シ
カ

▲作業風景

広報とよおか　2015.2.259

▲振り返り風景　
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コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」
　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
玄
武
洞
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」事
務
局
長
と
し

て
、
豊
岡
や
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
発
信
す
る

活
力
あ
ふ
れ
る
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

木
下
道
則
さ
ん（
65
歳
）日
高
町
久
斗

豊
岡
の
素
晴
ら
し
さ
を

多
く
の
人
に
伝
え
た
い
！

　

玄
武
洞
公
園
で
ガ
イ
ド
を
し
て

い
る
木
下
道
則
さ
ん
は
、
北
海
道

生
ま
れ
。
平
成
23
年
に
山
梨
県
甲

府
市
か
ら
豊
岡
に
移
住
。
玄
武
洞

公
園
で
の
ガ
イ
ド
を
通
じ
て
豊
岡

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

玄
武
洞
と
の
出
会
い

　

豊
岡
で
暮
ら
し
な
が
ら
、
自
身

が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
を

地
域
の
た
め
に
生
か
し
た
い
と
考

え
、
仕
事
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
玄
武
洞
ガ

イ
ド
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
営
業

の
経
験
が
あ
り
、
人
と
話
を
す
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
た
め
興
味
を

引
か
れ
ま
し
た
。
玄
武
洞
の
様
子

を
見
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ガ
イ
ド

の
仕
事
ぶ
り
な
ど
を
見
て「
面
白

い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
な
」と
思

い
、
す
ぐ
さ
ま
応
募
。
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
を
す
る
に
は
、
豊
富
な

知
識
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

知
識
だ
け
で
な
く
、
伝
え
方
な
ど

も
、
先
輩
ガ
イ
ド
を
手
本
に
試
行

錯
誤
を
重
ね
、
来
園
者
一
人
一
人

に
合
わ
せ
た
案
内
が
で
き
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
の
魅
力
は
、
案
内
を
終

了
し
た
時
の
感
謝
や
喜
び
の
言
葉
。

「
拍
手
を
い
た
だ
く
と
最
高
で
す
」

と
微
笑
み
ま
す
。

玄武洞の前でパネルを操作し、来園者に玄武洞を紹介

玄武洞ガイドクラブの仲間と

玄
武
洞
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ

　

1
年
間
、
ガ
イ
ド
を
務
め
た
上

で
、
ど
う
に
も
納
得
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。「
な
ぜ
、
1
年

の
有
期
雇
用
な
の
か
」。
緊
急
雇

用
創
出
事
業
の
雇
用
期
間
は
最
長

1
年
。
ガ
イ
ド
と
し
て
成
熟
し
た

こ
ろ
に
終
了
。
こ
の
よ
う
な
繰
り

返
し
で
は「
玄
武
洞
を
訪
れ
る
観

光
客
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
お

も
て
な
し
が
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
」と
疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
玄
武
洞
で
ガ
イ
ド
経
験

の
あ
る
仲
間
を
集
め「
N
P
O
法

人
玄
武
洞
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
」を
立

ち
上
げ
、
継
続
し
て
ガ
イ
ド
活
動

が
で
き
る
団
体
を
作
り
ま
し
た
。

　

N
P
O
法
人
に
な
っ
た
こ
と
で
、

よ
り
活
動
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
は
、
玄
武
洞
公
園
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
。
以
前
か

ら
要
望
は
多
か
っ
た
も
の
の
、
国

立
公
園
内
で
の
実
施
に
は
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、「
熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
な
い
と

人
は
動
か
せ
な
い
」と
い
う
信
念

の
下
、
情
熱
と
行
動
で
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
、
許
可
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

豊
岡
全
体
で
の
連
携
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
足
元
を
照
ら
す
灯
籠

は
、
竹
野
浜
自
治
会
ロ
ジ
ナ
リ
エ

実
行
委
員
会
か
ら
借
り
ま
し
た
。

「
地
域
や
他
団
体
と
連
携
す
る
こ

と
で
共
感
を
得
て
も
ら
い
、
皆
で

ま
ち
を
良
く
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
」と
熱
く
語
り
ま
す
。

豊
岡
を
活
気
の
あ
る
ま
ち
に
！

　

今
後
は「
教
育
旅
行
に
も
関
わ
っ

て
い
き
た
い
」と
い
う
木
下
さ
ん
。

「
外
部
か
ら
人
が
来
な
い
と
刺
激

の
な
い
ま
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
」。

豊
岡
の
魅
力
を
都
市
部
の
若
者
た

ち
に
伝
え
、移
り
住
ん
で
も
ら
い
、

活
気
の
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
語
り
ま
す
。そ

れ
に
は「
今
の
世
の
中
を
作
っ
て

き
た
我
々
、
団
塊
の
世
代
が
も
っ

と
頑
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
ま

ち
が
活
性
化
す
る
よ
う
な
仕
組
み

を
作
り
、次
の
世
代
に
渡
す
義
務

が
あ
る
。胸
を
張
っ
て
渡
せ
る
よ

う
、最
後
の
ご
奉
公
を
し
た
い
」と
、

は
に
か
ん
だ
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
木
下
さ
ん
の
趣
味
は
釣

り
。
甲
府
に
住
ん
で
い
た
時
は
、

新
潟
県
の
直
江
津
ま
で
車
で
3
時

間
か
け
て
出
掛
け
て
い
た
と
の
こ

と
。
豊
岡
に
移
り「
海
が
近
く
な

っ
て
う
れ
し
い
」と
笑
顔
で
話
し

ま
す
が
、
多
忙
な
身
の
上
、
ゆ
っ

く
り
釣
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
し
ば
ら
く
先
の
こ
と
に

な
り
そ
う
で
す
。

玄さんの
 玄武洞と
  言えば
わしじゃろ！
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2
月
12
日
、「
城
崎
か
る
た
」の
寄
贈
式
と
か
る

た
大
会
が
城
崎
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
市
商
工
会
青
年
部
城
崎
支
部
が
地
域
振
興

事
業
と
し
て
昨
年
5
月
か
ら
か
る
た
制
作
に
取
り

組
み
、
同
支
部
員
が
絵
札
に
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を

選
定
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
読
み
札
の
文
章
案
を

城
崎
中
学
校
の
生
徒
が
考
え
、
大
阪
デ
ザ
イ
ナ
ー

専
門
学
校
の
学
生
が
絵
札
を
描
き
ま
し
た
。

　

か
る
た
大
会
に
は
、
城
崎
小
3
年
生
と
城
崎
中

2
年
生
の
50
人
が
参
加
。
地
域
振
興
委
員
長
の
谷

垣
賢
司
さ
ん
は「
こ
の
か
る
た
を
通
じ
て
、ふ
る
さ

と
城
崎
の
宝
を
学
び
城
崎
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。
大
会
終
了
後
も
、
か

る
た
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

2
月
3
日
、
竹
野
子
育
て
セ
ン
タ
ー（
竹
野
町

和
田
）で
、
節
分
行
事
が
行
わ
れ
、
親
子
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
で
は
、
親
子
が「
イ
ラ
イ
ラ
鬼
」「
ガ
ミ

ガ
ミ
鬼
」「
甘
え
ん
坊
鬼
」な
ど
、
自
分
の
中
の
退

治
し
た
い
鬼
を
紙
に
書
き
、
豆
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

豆
ま
き
後
、
セ
ン
タ
ー
職
員
が
扮ふ
ん

す
る
福
の
神
か

ら
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
、
皆
で
食
べ
ま

し
た
。

　

子
育
て
中
の
大
濱
千
香
代
さ
ん（
竹
野
町
竹
野
）

は「
セ
ン
タ
ー
で
は
、
季
節
の
行
事
に
触
れ
ら
れ

る
。
今
回
は
、
子
ど
も
に
節
分
の
こ
と
を
教
え
る

こ
と
が
で
き
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
城
崎
か
る
た
」寄
贈
式
・
か
る
た
大
会

城
崎
の
魅
力
・
思
い
が
い
っ
ぱ
い

節
分
行
事

自
分
の
弱
い
部
分
を
退
治
し
よ
う
!! ▲大人も子どもも一緒にかるた取りを楽しむ

▲職員が扮する福の神からお菓子をもらう子どもたち

「
百
人
一
首
を
楽
し
む
」同
好
会
で
すあ

さ
み
ど
り
会

　

新
春
の
恒
例
行
事
と
し
て
、
今

年
も
地
区
公
民
館
や
学
園
な
ど
各

所
で
か
る
た
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

豊
岡
地
区
公
民
館
で
は
1
月
18

日
に「
新
春
か
る
た
大
会
」を
開
催
。

22
人
が
百
人
一
首
で
か
る
た
取
り

の
腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る

「
あ
さ
み
ど
り
会
」は
、

こ
の
大
会
で
読
み
手

や
審
判
を
務
め
る
な

ど
、
長
年
競
技
の
運

営
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
﹇
写
真
右
﹈。

　
「
か
る
た
大
会
は
、

私
が
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
あ
り
ま
し
た
。

公
民
館
主
催
事
業
と

し
て
指
導
を
頼
ま
れ

て
か
ら
30
年
以
上
経

ち
ま
す
」と
代
表
の

芝
野
勝か
つ

美み

さ
ん
。
百

人
一
首
は
、
小
学
生
の
こ
ろ
家
族

で
遊
ん
で
覚
え
た
そ
う
で
す
。

　

同
じ
く
指
導
員
の
瀧た
き

本も
と

恒
夫
さ

ん
、
山
下
昌
子
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
高
等
学
校
や
公
民
館
行
事
で

「
読
み
手
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
百
人
一
首
の
か
る

た
を
始
め
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

　

あ
さ
み
ど
り
会
の
結
成
は
、平
成

14
年
の
こ
と
。「
指
導
ばっ
か
り
で
な

く『
私
ら
も
楽
し
み
た
い
な
』『
冬

の
一
時
期
だ
け
で
な
く
、
か
る
た

を
年
中
や
り
た
い
な
』と
思
っ
て

作
り
ま
し
た
」と
芝
野

さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
、
会
員
は
、
小

中
高
校
生
か
ら
70
代
の

方
ま
で
約
20
人
。
例
会

は
、
毎
月
第
2
・
4
土

曜
日
の
午
後
7
時
か

ら
豊
岡
地
区
公
民
館

で
開
い
て
い
ま
す
。

　

会
で
は「
幼
児
を

含
む
家
族
全
員
で
楽

し
め
ま
す
。
気
軽
に

参
加
を
」と
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
会
の
名

の
由
来
は
、
万
葉
集
の「
浅
緑
染

め
か
け
た
り
と
見
る
ま
で
に
春
の

柳
は
萌も

え
に
け
る
か
も
」の
歌
か

ら
付
け
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
は
芝
野
さ
ん

へ　

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

2
7
4
5

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています。

▲以前は市外からの参加もあっ
たとのこと（例会で）

▲競技運営のほか、
競技に参加するメ
ンバーも
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金
賞（
15
チ
ー
ム
）を
受
賞
し
た
上
、

県
代
表
と
し
て
関
西
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
の
7
チ
ー
ム

に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

3
人
は「
選
ば
れ
て
び
っ
く
り

し
た
。
応
援
し
て
く
れ
た
周
り
の

人
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

2
月
11
日
、
和
歌
山
市
で
開
か

れ
た
関
西
大
会
で
は
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

■
中
学
校
部
門　

金
賞　

▽
豊
岡
南
中
学
校（
打
楽
器
三
重

奏
）岡
本
怜れ

奈な
（
2
年
・
下
鉢

山
）、
田
中
愛あ
い

理り
（
2
年
・
三

宅
）、齋
藤
愛あ

美み（
1
年
・
倉
見
）

第
45
回
全
国
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
選
抜
優
勝
大
会

（
平
成
26
年
12
月
23
〜
29
日
、
東

京
都
渋
谷
区
）

▽
吉
岡　

翼（
鳥
取
県
立
鳥
取
東

第
42
回
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト

（
1
月
24
日
、
三
木
市
）

■
中
学
校
部
門　

金
賞　

☆
関
西
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場　

金
賞

▽
豊
岡
南
中
学
校（
木
管
三
重
奏
）

　

友
田
琉る

璃り

花か（
江
本
）フ
ル
ー
ト
、

　

森
本
有ゆ
う

香か（
京
町
）オ
ー
ボ
エ
、

　

松
井
美
樹（
江
本
）ク
ラ
リ
ネ
ッ

　

ト（
全
員
2
年
）

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
中
学
校
の

部
に
は
60
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
友
田
さ
ん
ら
は「
古
典

様
式
に
よ
る
ソ
ナ
チ
ネ
」を
演
奏
。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

高
等
学
校
3
年
・
竹
野
町
竹
野

出
身
）

　

50
校
が
参
加
し
た
全
国
高
校
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
。

1
回
戦
で
東
海
大
三
高
校（
長
野

県
）に
62

92
で
敗
れ
ま
し
た
が
、

18
得
点
の
活
躍
で
し
た
。

　

吉
岡
さ
ん
は「
高
校
2
年
の
夏

の
大
け
が
か
ら
復
帰
で
き
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
と
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

（
本
大
会
）に
出
場
し
、
貴
重
な
経

験
が
で
き
た
」と
3
年
間
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

▽
湯
口
妙
子（
出
石
町
上
村
）

▽
湯
口
憲
次（
出
石
町
上
村
）

▽
木
村
和
則（
出
石
町
上
村
）

　

平
成
26
年
12
月
17
日
、
出
石
町

上
村
で
発
生
し
た
火
災
を
早
期
に

発
見
。
消
火
活
動
を
行
い
、
火
災

に
よ
る
建
物
へ
の
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
ま
し
た
。

▽
中
村
潤
平（
伊
丹
市
）

　

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
い
つ
も
ニ

コ
ニ
コ
笑
顔
の
く
ー
ち
ゃ
ん
♡
元
気
に

す
く
す
く
育
っ
て
ね
♡

　

(

父 

充み
つ

伸の
ぶ・
母 

香
織
、九
日
市
下
町)

足立  実
み

来
く

ちゃん
（平成25年１月１日生）

　

ま
ん
ま
る
は
る
ち
ゃ
ん
。２
歳
の
誕

生
日
お
め
で
と
う
！

(

父 

和
也
・
母 

恭き
ょ
う

子こ

、戸
牧)

　

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
こ
の
ち
ゃ
ん
が
み

ん
な
大
好
き
だ
よ
♡

（
父 

敦
・
母 

香
織
、高
屋
）

　

我
が
家
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
☆
元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
あ
れ
‼

（
父 

洋
平
・
母 

幸さ
ち

子こ

、下
宮
）

山口  遥
はる

己
き

ちゃん
（平成25年１月27日生）

増田  瑚
こ

乃
の

ちゃん
（平成24年12月25日生）

中貝  悠
ゆう

人
と

ちゃん
（平成25年５月15日生）

　市内在住で２歳までの乳幼児を
紹介するコーナーです（募集は終了
しました）。

吹奏楽部の練習前に

吉岡さん（中央）

演奏曲は｢ディベルティメント｣
～３人の打楽器奏者のために～

▽
山
盛
壮そ
う

太た（
美
方
郡
香
美
町
）

▽
水
嶋
祐ひ
ろ

樹き（
庄
境
）

　

1
月
3
日
、
庄
境
で
発
生
し
た

火
災
で
、
そ
の
場
を
通
り
か
か
っ

た
男
性
が
発
見
し
通
報
。
近
隣
住

民
と
と
も
に
早
期
に
消
火
活
動
を

行
い
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
食
い
止
め
ま
し
た
。

※
2
件
と
も
、
消
防
隊
到
着
ま
で

　

に
鎮
火
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全書｣を構成。それを元にしたサウンド、
作品、ダンス・演劇、ゲームなどを制作
し、公開・上演している。

●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
●城 崎 支 所
　☎32－0001
●竹 野 支 所
　☎47－1111
●日 高 支 所
　☎42－1111
●出 石 支 所
　☎52－3111
●但 東 支 所
　☎54－1000

期
　
間

３
月
１
〜
７
日

春
の
火
災
予
防
運
動
を
行
い
ま
す

　

3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の
一

週
間「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消

す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」の
統

一
標
語
の
も
と
、
春
の
火
災
予
防

運
動
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
車
両
な
ど
に
よ
る
広
報
活

動
、事
業
所
・
地
区
を
対
象
に
し
た

消
防
訓
練
の
ほ
か
、1
月
に
発
生
し

た
大
火
災
を
受
け
、密
集
地
の
防
火

対
策
推
進
を
目
的
と

し
た
調
査
と
指
導
を

重
点
的
に
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
は
火
災

件
数
が
36
件
と
、
過
去
5
年
間
で

最
も
少
な
い
年
で
し
た
。

　

火
災
の
な
い「
安
全
・
安
心
な
街

づ
く
り
」の
た
め
、火
の
元
、電
気
配

線
な
ど
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

☎
24

8
0
4
5

日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　
申申込先　問問合せ先　他その他　Ｆファクス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス
※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

豊岡市民プラザ 
◇大手町メ info@plaｔz-npo.com
申 問☎24-3000Ｆ 24-3004

第123回サロンコンサート
日３月21日（土）午後０時30分～
出演 田中利奈・
山下　實

みのる

・
大島賢

けん

次
じ

内フルート、バ
イオリン、ピ
アノの演奏

演奏曲目愛のあ
いさつ、エトピリカ、日本の四季
メドレーほか

他サロンコンサートの出演者募集中

城崎国際アートセンター
◇城崎町湯島メ info@kiac.jp
申 問☎32-3888Ｆ 32-3898

ジュヌヴィリエ国立演劇センター・
こまばアゴラ劇場国際共同事業
J
ジ ュ ヌ

une S
セ ン

cene若手演出家交流事業「ジ
ョリス・ラコスト『話し言葉の百科全
書』をめぐって」公演
日３月21日（土）、22日（日）
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催
　
し

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
図
書
館
分
館

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

対
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方

内
保
存
期
限
の
過

ぎ
た
雑
誌
、
寄

贈
本
な
ど
、
図

書
館
で
不
要
と

な
っ
た
本
の
リ

サ
イ
ク
ル

持
持
ち
帰
り
用
の
袋

■
図
書
館
出
石
分
館
・
出
石
子
育

て
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
休
館

　

出
石
支
所
の
高
圧
受
電
設
備
改

修
工
事
の
た
め
、臨
時
休
館
し
ま
す
。

日
3
月
7
日（
土
）

問
図
書
館
出
石
分
館

　

☎
21

9
0
1
0

　

出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー

　

☎
52

6
1
8
8

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

排
除
の
な
い
地

域
づ
く
り
、
相
互

に
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
の
創
造
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
3
月
19
日（
木
）午
後
1
時
30
分
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ

内
❶
基
調
講
演
：「
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」  

日
本
福
祉
大
学　

学
長
補
佐
・

教
授　

原
田
正
樹
さ
ん
❷
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
ミ
ニ
講
座  

❸
実
践
発
表
：「
ひ
と
り
の
困

り
ご
と
を
地
域
で
考
え
る
」　

日
高
区
民
生
委
員　

道
仲
眞
由

美
さ
ん

対
定
民
生
委
員
ほ
か
、
ど
な
た
で

も
。
80
人

申
期
3
月
2
日（
月
）〜
10
日（
火
）

他
市
と
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
共
催

申
問
豊
岡
市
総
合
相
談
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
準
備
室（
豊
岡
市

健
康
福
祉
施
設
内
）

　

☎
23

1
9
4
0

　
Ｆ
23

1
9
5
5

但
馬
は
で
っ
か
い
宝
箱
！

知
っ
た
ら
誰
も
が
ク
セ
に
な
る
！

夢
但
馬
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
フ
ェ
ス
タ

　

テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
1
日
限
定
で

開
園
!　

夢
但
馬
2
0
1
4
閉
幕

イ
ベ
ン
ト「
夢
但
馬
フ
ァ
ン
フ
ァ

ン
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。

日
3
月
15
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

後
5
時

所
養
父
市
立
ビ
バ
ホ
ー
ル
お
よ
び

周
辺（
養
父
市
広
谷
）

内
❶
但
馬
の
グ
ル
メ
が
大
集
合

!
：
屋
台
・
物
販
・
飲
食
コ
ー

ナ
ー
❷
但
馬
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
が
集
結
：
音
楽
や
ダ
ン

ス
な
ど
。
当
日
限
り
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
演
出
あ
り
❸
子
ど
も
連
れ

コ
ー
ナ
ー
も
充
実
：
各
市
町
ゆ

る
キ
ャ
ラ
、
バル
ー
ン
ア
ー
ト
、
缶

バッ
チ
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
ほ
か（
授

乳
室
、
お
む
つ
交
換
ス
ペ
ー
ス
あ

り
）❹
複
数
の
イ
ベン
ト
が
同
時

開
催
：
や
ぶ
ら
ぶ
フェス
タ
、
た

じ
ま
地
域
づ
く
り
活
動
交
流
フェ

ス
タ
、
閉
会
式
典
な
ど

他
無
料
臨
時
駐
車
場
あ
り（
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

問
夢
但
馬
2
0
1
4
推
進
協
議
会

事
務
局
☎
26

3
6
7
6

第
５
回
ひ
だ
か
市
民
吹
奏
楽
の

 

つ
ど
い
〜
春
風
の
お
く
り
も
の
〜

日
3
月
22
日（
日
）午
後
2
時
〜

所
日
高
文
化
体
育
館　

大
ホ
ー
ル

（
日
高
町
祢に
ょ
う布
）

内
第
1
部
…
日
高
高
等
学
校
、
日

高
東
中
学
校
、
日
高
西
中
学
校

に
よ
る
合
同
演
奏

▽
第
2
部
…
日
高
町
吹
奏
楽
団
に

よ
る
演
奏

▽
第
3
部
…
ゲ
ス
ト（
声
楽
家　

松
田
昌ま
さ

恵え

さ
ん
）

▽
第
4
部
…
日
高

町
吹
奏
楽
団
、

高
等
学
校
、
中

学
校
に
よ
る
合

同
演
奏

他
第
4
部
の
指
揮
は
西
宮
市
吹
奏

楽
団
音
楽
監
督
の
北
野　
徹
さ
ん

問
N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日

高
☎
42

2
5
0
5

春
風
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

西
宮
市
吹
奏
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト

　

西
宮
市
吹
奏
楽
団
が
、
5
年
ぶ

日時 場所 １人の持ち
帰り冊数 問合せ

３月８日（日）
午前10時～

城崎支所　２階
大会議室 10冊まで ☎21-9072

３月13日（金）
～16日（月）
午前10時～

図書館竹野分館
（竹野支所　３階） ５冊まで ☎21-9078

３月７日（土）
～15日（日）
午前10時～

図書館但東分館
（但東町出合・但東
市民センター  １階  
ロビー）

10冊まで ☎21-9036
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り
に
豊
岡
市
で
演
奏
し
ま
す
。

日
3
月
29
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

所
日
高
文
化
体
育
館　

大
ホ
ー
ル

内
西
宮
市
吹
奏
楽
団
の
演
奏

問
N
P
O
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
日

高
☎
42

2
5
0
5

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
趣
味
の
会
」発
表
会

日
3
月
7
日（
土
）〜
8
日（
日
）

所
長
寿
園（
幸
町
）

内
❶
作
品
展
…
7
日
：
午
後
1
時

〜
4
時
▽
8
日
：
午
前
10
時
〜

午
後
4
時　

書
道
、
生
け
花
、

篆て
ん

刻こ
く

、
ち
ぎ
り
絵
な
ど
❷
お
茶

席
…
8
日
：
正

午
〜
午
後
3
時

抹
茶
の
振
る
舞

い
❸
芸
能
発
表

会
…
8
日
：
午

後
1
時
〜
4
時

　

日
本
舞
踊
、
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
、

詩
吟
な
ど

※
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
コ
ス
モ
ス

荘
」の
皆
さ
ん
も
参
加

問
豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

☎
23

0
8
6
8

全
但
高
等
学
校
美
術
連
盟
展

日
3
月
10
日（
火
）ま
で
。午
前
9

時
〜
午
後
5
時（
最
終
日
は
正

午
ま
で
）

所
県
立
円
山
川
公
苑　

美
術
館

内
生
徒
の
絵
画
、
陶
芸
、
書
道
の

優
秀
作
品
な
ど
の
展
示

問
県
立
和
田
山
高
等
学
校
内
・
同

連
盟
展
事
務
局

　
☎
0
7
9

6
7
2

3
2
6
9

第27回豊岡婦人

手工芸展
日３月13日（金）～15日（日）
　10：00～17：00
　（15日は16：00まで）
所豊岡稽古堂　３階
内つまみ画・布花ほか
問豊岡婦人手工芸協会・
　川

かわ

さん☎24-0174

広報とよおか　2015.2.2515

　

間
も
な
く
春
。
冬
眠
し
て
い
た

カ
エ
ル
た
ち
が
目
を
覚
ま
し
、
卵

を
産
む
季
節
が
訪
れ
ま
す
。

　

最
初
に
目
を
覚
ま
す
の
は「
ニ

ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
」や「
ヤ
マ
ア
カ

ガ
エ
ル
」。
ほ
か
の
カ
エ
ル
が
眠

っ
て
い
る
2
月
中
旬
か
ら
3
月
中

旬
の
ま
だ
寒
い
時
期
に
、
山
に
近

い
田
ん
ぼ
な
ど
で
産
卵
し
ま
す
。

　

カ
エ
ル
が
ち
ょ
っ
と
苦
手
な
人

も
、
卵
な
ら
大
丈
夫
!

　

み
ん
な
で
一
緒
に〝
小
さ
な
命

の
息
吹
〞を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
。

▽
調
査
日　

3
月
1
日（
日
）〜
10

日（
火
）の
期
間
内

▽
場
所　

身
近
な
水
田
や
ビ
オ
ト

ー
プ
な
ど

※
子
ど
も
た
ち
が
調
査
す
る
場
合

は
、
保
護
者
が
同

行
し
、
事
故
の
な

い
よ
う
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
人
の
管
理
地
に

入
る
場
合
は
、
必

ず
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。

▽
内
容　

ア
カ
ガ
エ
ル
の
卵
を
探

し
、
調
査
票
に
記
入
し
て
報
告

　
（
フ
ァ
ク
ス
可
）。

※
探
し
方
や
記
入
方
法
な
ど
の
詳

細
を
調
査
票
に
記
載
し
て
い
ま

す
。
調
査
票
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す（
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
か

ら
送
付
も
可
）。

▽
そ
の
他　

調
査
票
を
提
出
さ
れ

た
方
に
は「
田
ん
ぼ
の
学
校
フ

ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト（
豊
岡
特
製

の
ミ
ニ
生
き
も
の
図
鑑
）」を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課

　

☎
21

9
0
1
7

　
Ｆ
24

7
8
0
1

〜
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
　
実
践
事
業
〜

「
カ
エ
ル
の
卵
を
探
そ
う
！
」

　
と
よ
お
か
一
斉
　
生
き
も
の
調
査
に
参
加
を

アカガエルの卵
らん
塊
かい

（卵のかたまり）
は、まるでゼリー
のお菓子。
小さなオタマジャ
クシの形が見える
ことも。



募
　
集

出
石
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
の
教
室
生
募
集

■
春
休
み
短
期
水
泳
教
室

日
3
月
25
日（
水
）〜
29
日（
日
）、

4
月
1
日（
水
）〜
5
日（
日
）の

各
午
前
9
時
〜
10
時

対
定
2
歳
〜
中
学
生
。
20
人

料
5
5
0
0
円

■
お
た
め
し
1
カ
月
体
験
教
室

日
3
月
3
日（
火
）〜
4
月
26
日（
日
）

対
定
赤
ち
ゃ
ん
〜
中
学
生
。
20
人

料
子
ど
も
4
5
0
0
円
、
赤
ち
ゃ

ん
5
千
円

※
対
象
ク
ラ
ス
、
時
間
は
問
い
合

わ
せ

申
問
出
石
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

☎
52

5
5
1
1

県
立
但
馬
ド
ー
ム
の

ス
タ
ッ
フ
募
集

募
集
職
種
但
馬
ド
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

指
導
員（
嘱
託
職
員
）

対
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
勤
務

可
能
な
方　

※
体
育
系
の
大
学
、

ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
卒
業
の
方

歓
迎

定
1
人

申
期
3
月
10
日（
火
）必
着

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

申
問
県
立
但
馬
ド
ー
ム
総
務
企
画

課
☎
45

1
9
0
0

豊
岡
市
婚
活
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ー
と
ピ
ー

第
17
回
イ
ベ
ン
ト

「
春
恋 

か
ま
ど
で
Ｌラ

ン

チ

ｕｎｃ
ｈ
」

日
3
月
21
日（
土
・
祝
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
3
時

※
受
付
：
男
性
は
午
前
9
時
45
分

〜
、
女
性
は
午
前
10
時
15
分
〜

所
民
宿　

は
し
本（
気
比
）

対
独
身
の
20
〜
40
歳
の
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

内
か
ま
ど
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
交

流
を
深
め
る

料
男
性
3
千
円
、

女
性
2
千
円

定
男
女
各
12
人

持
運
転
免
許
証

な
ど
本
人
確

認
書

申
方
タ
イ
ト
ル
名
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
住
所
、
生
年
月
日
を
電

話
ま
た
は
メ

申
期
3
月
16
日（
月
）

他
詳
細
は
、
ホ
を
参
照

申
問
豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
ー
と
ピ
ー（
豊
岡
市
社

町
袴
狭
3
8
0

1
）

　

☎
52

7
1
0
0　

　
Ｆ
53

1
0
7
0

　
ホ「
い
ず
し
古
代
学
習
」で
検
索

　
メizushi-kodai

 
      @

city.toyooka.lg.jp

看
護
職
員
奨
学
金

貸
与
学
生
募
集

対
平
成
27
年
4
月
現
在
、
看
護
師

ま
た
は
助
産
師
養
成
施
設
に
在

籍
し
て
い
る

方
で
、
当
該

免
許
取
得
後

直
ち
に
組
合

立
病
院
で
勤

務
す
る
意
思
の
あ
る
方

定
30
人
程
度　

※
卒
業
年
な
ど
に

よ
り
、募
集
人
員
が
異
な
り
ま
す
。

賞
与
金
額
月
5
万
円（
看
護
師
）、

月
10
万
円（
助
産
師
）

試
験
日
所
5
月
2
日（
土
）・
公
立

豊
岡
病
院
組
合　

職
員
会
館

選
考
応
募
書
類
と
面
接

申
期
4
月
16
日（
木
）必
着

他
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

※
履
歴
書
な
ど
は
組
合
の
所
定
用

紙
あ
り

申
問
公
立
豊
岡
病
院
組
合
統
轄
管

理
事
務
所
総
務
部
人
事
課　

　

☎
22

6
1
1
1

会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課

内
）

　

☎
23

2
5
7
3

　
ホ「
は
ー
と
ピ
ー
」で
検
索

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp

平
成
27
年
度
か
か
し
倶ク

楽ラ

部ブ

親
子
会
員
募
集

　

い
ず
し
古
代

学
習
館
友
の
会

「
平
成
27
年
度

か
か
し
倶
楽

部
」の
親
子
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

対
小
学
生
と
保
護
者
ほ
か（
子
ど

も
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

内
毎
月
1
回
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
一
緒
に
❶
古
代
米（
黒

米
と
緑
米
）作
り
と
関
連
行
事

（
種
ま
き
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、

収
穫
祭
、
し
め
縄
作
り
な
ど
）

❷
体
験
活
動（
た
け
の
こ
掘
り
、

か
し
わ
も
ち
作
り
、
土
器
作
り

な
ど
）

料
小
学
生
2
0
0
円
、
大
人
5 

0　
0
円（
年
額
）

定
30
組

申
方
電
話
、
Ｆ
、
メ
、
ま
た
は
学

習
館
窓
口
で
申
込
み

申
期
3
月
18
日（
水
）〜
4
月
18
日

（
土
）

申
問
い
ず
し
古
代
学
習
館（
出
石
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申
方
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・

年
齢
・
生
年
月
日
・
参
加
日
を

記
入
の
上
、
所
へ
郵
送
、
Ｆ
、

ま
た
は
メ
で
提
出

申
期
3
月
4
日（
水
）必
着

※
3
月
13
日（
金
）午
後
以
降
の
キ

ャ
ン
セ
ル
は
保
険
料
徴
収

申
問
県
立
南
但
馬
自
然
学
校
指
導

課

　
☎
0
7
9

6
7
6

4
7
3
1

　
Ｆ
0
7
9

6
7
6

4
0
0
8

　
メm

tajim
ashizen

 
@
pref.hyogo.lg.jp

裁
判
傍
聴
会
の
参
加
者
募
集

日
4
月
22
日（
水
）午
前
9
時
15
分

〜
午
後
1
時
、
5
月
27
日（
水
）

午
後
0
時
15
分
〜
4
時
な
ど
、

毎
月
1
回（
水
曜
）

所
集
合
場
所
：
兵
庫
県
弁
護
士
会

館（
本
館
）会
議
室（
神
戸
市
中

央
区
橘
通
1

4

3
）

内「
裁
判
手
続
き
な
ど
の
事
前
説

明
」1
時
間
▼「
刑
事
事
件
の
裁

ホ「
豊
岡
病
院
奨
学
金
」で
検
索

「
第
５
回
親
子
で
自
然
学
校
」の

参
加
者
募
集

日
3
月
14
日（
土
）午
前
10
時
〜
15

日（
日
）﹇
午
後
1
時
、
閉
校
式
﹈

※
日
帰
り
希
望
も
受
付（
原
則

は
1
泊
2
日
）

所
県
立
南
但
馬

自
然
学
校

（
朝
来
市
山

東
町
迫
間
字

原
1
8
9
）

対
県
内
の
小
学

生
と
そ
の
保

護
者

定
親
子
10
組（
40
人
）程
度

内
炭
焼
き
体
験
、
デ
ザ
ー
ト
づ
く

り
、
星
空
観
察
な
ど

料
一
人
3
千
円（
宿
泊
・
食
事
・

保
険
・
活
動
材
料
費
用
）

持
14
日
の
昼
食（
豚
汁
が
付
く
の

で
お
に
ぎ
り
程
度
）、
宿
泊
や

野
外
活
動
に
伴
う
物
・
服
装

　

2
0
1
4
植
村
直
己
冒
険
賞
は
、

受
賞
内
定
者
の
辞
退
の
た
め
、「
受

賞
者
な
し
」と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
に
計
画
し
て
い
た
授
賞
式

や
記
念
講
演
会
な
ど
、
関
連
行
事

は
中
止
と
し
ま
す
。

問
植
村
直
己
冒
険
館

　

☎
44

1
5
1
5

 

２
０
１
４
植
村
直
己
冒
険
賞
は「
受
賞
者
な
し
」に
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判
を
傍
聴
」2
時
間
▼「
傍
聴
し

た
事
件
の

解
説
、
質

疑
応
答
な

ど
」1
時

間　

※
所

要
時
間
は
目
安

定
各
回
18
人
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
応
募
が
2
人
以
下
の

場
合
は
中
止

申
方
希
望
日
、
住
所
、
郵
便
番
号
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
、
申
に
あ
る
用
紙
、

は
が
き
、
ま
た
は
メ
に
記
入
の

上
、
申
込
み

申
期
各
開
催
日
の
8
日
前（
必
着
）

申
問
兵
庫
県
弁
護
士
会
司
法
問
題

対
策
委
員
会（
〒
6
5
0

0 

0
1
6　

住
所
は
所
と
同
じ
）

　
☎
0
7
8

3
4
1

7
0
6
1

　
メbengoshikai

 
@
hyogoben.or.jp

相
　
談

司
法
書
士
に
よ
る
市
民
生
活

無
料
法
律
相
談
会

日
3
月
21
日（
土
）午
後
1
時
〜
8

時　

※
予
約
制

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市
民
活
動

室
A（
大
手
町
）

内
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・
消

費
者
・
成
年
後
見
な
ど
の
相
談

申
問
兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
7
6

3
3
6
8

行
政
書
士
に
よ
る
遺
言
・
相
続

無
料
相
談
会

日
3
月
14
日（
土
）午
後
1
時
30
分

〜
4
時

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

相
談
内
容
遺
言
、
相
続

問
兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

　
☎
0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

３月のテーマ
曜日 内　　容
月 輸血製剤と献血
火 乳歯の虫歯と歯並び

水 ケガした時のRICE（ライス）
処置

木 声のかすれ
金～日 五月病という病名はあるか

開
業
医
の
手
作
り

「
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　
☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

（
通
話
料
無
料
）を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会

　
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3



　

制
　
度

指
定
ご
み
袋
の
無
料
交
付
制
度

 

を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
疾
病
な
ど
で
日
常
生

活
に
お
い
て
長
期
に
わ
た
り
、
お

む
つ
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
方
に
、

指
定
ご
み
袋
を
無
料
で
交
付
し
て

い
ま
す
。

対
加
齢
・
疾
病
に
よ
る
身
体
の
機

能
の
低
下
、
身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
に
お

い
て
長
期
に
わ

た
り
、
お
む
つ

な
ど
を
使
用
し

て
い
る
方
▽
生
活
保
護
法
の
規

定
で
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
方

申
方
生
活
環
境
課
、
社
会
福
祉
課
、

高
年
福
祉
課
、
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
係
に
あ
る
所
定
の
申

請
書
に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送

※
平
成
26
年
度
に
申
請
し
た
方
で
、

平
成
27
年
度
も
希
望
す
る
方
も

申
請
が
必
要

※
申
請
書
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
の
確
認

印
が
必
要

申
期
年
間
を
通
じ
て
随
時
申
請
で

き
ま
す
が
、
平
成
27
年
度
当
初

分
の
申
請
期
限
は
3
月
31
日

（
火
）必
着

指
定
ご
み
袋
の
交
付
4
月
下
旬
に

申
請
者
に
免
除
決
定
通
知
書
を

送
付
。
そ
れ
を
持
参
の
上
、
生

活
環
境
課
、
各
支
所
市
民
福
祉

係
で
受
け
取
り

申
問
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎
23

5
3
0
4
ま
た
は
各
支

所
市
民
福
祉
係

平
成
27
年
度
高
齢
者
等
農
作
業

 

生
き
が
い
対
策
事
業
の
補
助

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方　

　
（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）

内
有
害
鳥
獣
防
除
柵
の
設
置
に
、

農
家
単
位
で
補
助
金
を
交
付

補
助
額
資
材
費
の
2
分
の
1
補
助

※
金
網
柵
7
万
5
千
円
、そ
れ
以
外

は
3
万
5
千
円
の
上
限
額
あ
り

補
助
の
要
件
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
も
の（
一
世
帯
一
回
限
り
）

❶
自
給
農
作
物
を
栽
培
す
る
所

有（
市
内
）の
畑
に
設
置
❷
事
業

採
択
後
に
新
規
設
置
し
、
5
月

中
旬
ご
ろ
ま
で
に
完
了
見
込
み

❸
本
事
業
以
外
に
補
助
金
の
交

付
な
し

申
方
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
・
設
置
場
所
を
電
話

FMジャングル76.4MHz

放送時間
：第1・3火曜日 13：00～
：第1・3木曜日 18：30～
：第1234土曜日 ９：00～

豊
岡
の
宝
　
　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
敬
称
略
）

◆
一
般
の
部

コ
ン
セ
ン
ト
三
歳
の
子
に
指
摘
さ

れ 

（
金
子
秀
重
）

祖
母
娘こ

孫
も
っ
た
い
な
い
が
家
訓

で
す 

（
鎌
田
誠
）

豊
作
に
新
米
古
米
同
居
す
る

 

（
昌
太
郎
）

コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
破
棄
で
五
食
喰

う 

（
亀
井
千
代
蔵
）

日
本
人
忘
れ
て
い
け
な
い
言
葉
で

す 

（
金
砂
郷
の
鴨
ち
ゃ
ん
）

置
く
心
手
放
す
心
躊
躇
し
て

 

（
川
口
眞
生
）

も
っ
た
い
な
い
溜
め
て
は
捨
て
る

レ
ジ
袋 

（
あ
ま
て
ら
す
）

も
っ
た
い
な
い
肥
料
キ
ト
サ
ン
カ

ニ
の
ガ
ラ 

（
川
見
光
江
）

つ
く
り
過
ぎ
残
飯
カ
ラ
ス
を
育
て

て
る 

（
泰
平
楽
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

着
な
い
な
ら
買
わ
ず
に
ガ
マ
ン
ま

た
今
度 

（
深
井
結
希
）

満
腹
な
ら
何
も
食
べ
る
な
お
い
自

分 

（
匿
名
）

消
し
ゴ
ム
を
ま
だ
使
っ
て
よ
最
後

ま
で 

（
藤
原
夏
美
）

予
防
接
種
う
け
て
も
か
か
る
難
病

は 

（
い
ち
か
み
い
ち
ご
）

申
期
3
月
13
日（
金
）　

※
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

申
問
農
林
水
産
課
農
政
係

　

☎
23

1
1
2
7
ま
た
は
各
支

所
地
域
振
興
係

そ
の
他

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
の

お
知
ら
せ

　

任
期
満
了
に
伴
う
、
兵
庫
県
議

会
議
員
選
挙
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

■
告
示
日　

4
月
3
日（
金
）

■
投
票
日　

4
月
12
日（
日
）

■
定
数（
豊
岡
選
挙
区
）　

1
人

■
予
備
審
査（
豊
岡
選
挙
区
）

日
3
月
18
日（
水
）、
19
日（
木
）

※
時
間
は
、
市
選
挙
管
理
事
務
局

に
相
談

所
市
役
所
本
庁
舎　

3
階　

庁
議
室

問
選
挙
管
理
事
務
局

　

☎
23

5
4
5
4

豊岡市



風呂の本
< 一 般 >

｢お風呂の愉
たの

しみ｣レシピシリーズ①入浴剤
前田　京子・暮らしのレシピ編集部/著
（飛鳥新社）

　オイルや塩、はちみつ、砂糖、ミ
ルク、ハーブなどの材料を使って作る
入浴剤のレシピ集です。手作りで安心
な入浴剤を使って、お風呂で心とから
だのケアをしてみませんか。

< じ ど う >
あったまろう
もろはら　じろう/作・絵（鈴木出版）

　ぶるぶる寒
さむ

い雪
ゆき

の中
なか

、うさぎさん
が温

おん

泉
せん

を見
み

つけました。中に入
はい

って
温
あたた

まっていると、突
とつ

然
ぜん

おさるさんに
追
お

い出
だ

されてしまいました。この温
泉はおさるさんのだったのです。う
さぎさんは無

ぶ

事
じ

に温泉へ入ることが
できるのでしょうか？

レッツゴー図書館レッツゴー図書館
図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

3月の行事予定3月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

日 曜日 時間 場所 行事名
1 日
2 月
3 火 休館日

4 水
10：30 竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼
11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳
11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

5 木
6 金

7 土
10：00 但東 リサイクルブックフェア（～15日まで）
10：30 竹野 テーマであそぼ!「おいしいおかし　めしあがれ」

（工作：タオルでスイーツを作ろう）　幼 児
10：30 但東 おはなしのもり（工作：カップケーキのえんぴつ立て）　幼 児

8 日 10：00 城崎 リサイクルブックフェア（10：00～18：00）
9 月
10 火 休館日
11 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼
12 木
13 金 10：00 竹野 リサイクルブックフェア（～16日まで）

14 土
10：10 本館 土曜としょかん（工作：ポロロンギター）　幼 児
10：30 城崎 おはなしランド（工作：ときめき　おひなさま）　幼 児
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
13：30 本館 としょかん映画会｢メトロに乗って｣（2006年日本）　般

15 日
16 月
17 火 休館日

18 水
10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
10：30 但東 おはなし会（但東子育てセンター）　乳 幼
11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳
14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

19 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳
20 金
21 土 休館日
22 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児
23 月
24 火 休館日
25 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

26 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

27 金

28 土
10：10 本館 読み聞かせ研修会　般
10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00 本館 おはなし会　幼 児

29 日
30 月 休館日（図書整理日）
31 火 休館日
※詳細は、各館に問い合わせてください。

としょかん映画会のお知らせ
日 時：３月14日（土） 午後１時30分～
場 所：本館 視聴覚・講演室
作 品：｢メトロに乗って｣（2006年/日本/128分/主演 堤 真一）
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3月の予定

　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援
するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

そとあそび広場

そとあそび広場　悪天候時は中止

マタニティママ交流広場　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

パパとあそぼうデー“おやこっこ運動遊び”　子育て学習室

なかよし広場　子育て学習室 親子3B体操

なかよし広場

絵本の読み聞かせの会

日　時 11日（水）　午前10時～正午
対　象 １歳くらいまでの乳児とお母さん、妊婦も大歓迎
内　容 ベビーマッサージの指導を受ける
持ち物 バスタオル、ハンドタオル、水分補給の飲み物

日　時 20日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話｢こどもの発達について｣、親子ふれあい遊び、交流、計測
持ち物 母子手帳

日　時 10日（火）　午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や童謡、唱歌などを歌う

日　時 26日（木）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 すべり台、手押し車など　※悪天候時は子育てセンターでの遊び

日　時 18日（水）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせ、親子遊び、簡単なおもちゃ作り

日　時 25日（水）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 外庭ですべり台、シャボン玉など　※悪天候時は子育てセンターで親子遊び

日　時
①５日（木）、11日（水）　午前10時15分～
②20日（金）　午後１時30分～
③25日（水）　午前10時15分～

場　所 ①②しばっこ広場（アイティ７階）③総合体育館・芝生広場
対　象 乳幼児と保護者
内　容 戸外・遊具での遊び、子育て相談　など

日　時 25日（水）　午前10時15分～11時30分 申込開始 13日（金）
対　象 乳幼児、幼稚園児、小学１、２年生親子　先着40組
内　容 パネルシアター、ゲーム（じゃんけん・ボーリング・ビンゴ）

日　時 26日（木）　午前10時30分～11時30分 対　象 乳幼児と保護者
内　容 保健師によるミニ講話～睡眠について～、計測、相談

日　時 19日（木）　午前10時30分～11時 対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

ひなまつり

そとあそび広場　阿金谷公園

なかよし広場

なかよし広場

わいわいコーラス

そとあそび広場　支所前芝生広場

絵本の読み聞かせ＆作って遊ぼう

おでかけ広場（西気）　西気地区公民館

パパと遊ぼうＤＡＹ！

日　時
①ほっとたいむ ２日（月）、26日（木）　午前11時～
②わらべうた遊び ９日（月）　午前11時～
③おやこふれあいたいむ 19日（木）　午前10時30分～

場　所 ふれあい広場 対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①唱歌や童謡を歌う②わらべうたやいろいろな遊び

③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は体重や身長の計測もします

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ＆わらべうた遊び

お楽しみ交流会

ベビービクス講座　豊岡市民プラザ　ほっとステージ

おはなし広場　子育て学習室

子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

元気 ing（げんきんぐ）体験会　子育て学習室

おでかけ広場　城崎地区公民館　多目的ホール

日　時 13日（金）　午後１時30分～３時30分
申込開始 ４日（水）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育15人）
内　容 反抗期を大人の都合でおさえつけてはダメ！

日　時 15日（日）　午前10時～11時15分
申込開始 ６日（金）
対　象 １、２歳の幼児と父親　先着20組　ママも大歓迎
内　容 楽しい親子運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 27日（金）　午後１時30分～２時30分
申込開始 11日（水）
対　象 ４ヵ月以上の赤ちゃんと保護者　先着40組
講　師 インストラクター　西村　淳さん
持ち物 抱っこひも、お茶、汗拭きタオル　など

日　時 18日（水）　午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 12日（木）　午前９時30分～11時30分
対　象 妊婦
スタッフ 助産師、栄養士、歯科衛生士、保育士
内　容 マタニティヨガ、歯科衛生士によるちょっといい話、マタニティカフェ、相談

日　時 ①20日（金）②23日（月）③26日（木）　午前10時30分～11時30分
対　象 ①０歳の乳児と保護者 ②２、３歳の幼児と保護者 ③１歳の幼児と保護者
内　容 歌、手遊び、親子遊びなど元気ingの活動を親子で体験

日　時 ６日（金）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いろいろコーナー遊び、親子遊び　など

日　時 ７、14、21、28日の土曜日　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 26日（木）　午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせと折り紙遊び

日　時 ３日（火）　午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 おにぎりでおひなさま 持ち物 １家族米２合、お茶、はし、皿

日　時 25日（水）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 春を見つけよう、遊具での遊び 持ち物 お茶　など

日　時 １日（日）　午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん　家族みんなで来てください
内　容 親子運動遊び 講　師 こども育成課　仲義　健

日　時 18日（水）　午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 春見つけ、ふれあい遊び

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館

絵本の読み聞かせ

日　時 18日（水）　午前10時50分～11時40分 申込開始 ５日（木）
対　象 乳幼児親子15組 講　師 永尾恵子さん
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平成27年１月31日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

3月の主な行事
MARCH

より詳しい情報は
こちらから

18（水）なかよし広場
 （９：30～ 子育て総合センター）
おでかけ広場
 （10：15～11：30 西気地区公民館）

19（木）
20（金）なかよし広場

 （10：30～11：30 但東子育てセンター）
出石初午大祭（出石城跡周辺、～22日）

21（土）春分の日｢ジョリス・ラコスト『話し言葉の百科全書』
をめぐって｣公演
 （14：00～ 城崎国際アートセンター）

22（日）第８回市民エコポイント抽選会
（10：00～14：00 豊岡稽古堂）

カバストマルシェ
 （10：00～16：00 宵田商店街）
「ジョリス・ラコスト『話し言葉の百科全書』
をめぐって」公演
 （14：00～ 城崎国際アートセンター）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

23（月）元気ing体験会（２、３歳児）
 （10：30～ 子育て総合センター）

24（火）
25（水）そとあそび広場

 〔10：30～11：30 阿
あ

金
こんだに

谷公園（竹野地域）〕
そとあそび広場
 （10：30～11：30 但東子育てセンター）

26（木）なかよし広場
 （10：30～11：30 日高子育てセンター）
そとあそび広場
 （10：30～11：30 出石支所前芝生広場）

27（金）
28（土）アルチザンワークショップ（14：00～、14：

30～、15：00～、15：30～ トヨオカ カバン 
アルチザン アベニュー）

29（日）
30（月）
31（火）

ひ
と
り
ご
と

1（日）まるごとモンゴル雛ひなまつり
 （９：30～17：00 日本・モンゴル民族博物館）
パパと遊ぼうＤＡＹ！
 （10：30～11：30 日高子育てセンター）
d
ド ラ カ ン

racom試演会
 （14：00～ 城崎国際アートセンター）
春の火災予防運動（市内全域、～７日）

2（月）
3（火）ひなまつり

（10：00～12：30 竹野子育てセンター）

4（水）
5（木）
6（金）
7（土）メロディ♪みいつけた

 （11：00～11：20 城崎子育てセンター）

8（日）
9（月）
10（火）
11（水）ベビーマッサージ

 （10：00～12：00 竹野子育てセンター）
豊岡ノーマイカーデー（市内全域）

12（木）マタニティママ交流広場
 （９：30～ 豊岡市民プラザ）

13（金）
14（土）としょかん映画会（13：30～ 図書館本館）

アルチザンワークショップ（10：30～、13：
00～、15：00～ トヨオカ カバン アルチザ
ン アベニュー）

15（日）田んぼの学校
 （９：30～ コウノトリ文化館周辺）

16（月）
17（火）

▼
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日
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材
で
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を
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分
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べ
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行
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。
今
年
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年
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り
、願
う
事
は
や
は
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健
康
第
一｣ 

Ⓕ

合　計 男　性 女　性 世帯数
85,665人（－94人） 41,126人（－46人） 44,539人（－48人） 32,783世帯（－11世帯）

広報とよおか　2015.2.2521



22広報とよおか　2015.2.25

防災・減災をテーマに、命を守るためにできる、さまざまな情報を紹介しています。
家族をはじめ、身近な人たちと情報を共有しましょう。  　　《問合せ》防災課☎23-1111

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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１ 地震が起こったら、安全確保行動を！
地震が起こったら、次の安全確保行動をとってください。
（１）まず低く　上からの落下物を避けられる場所で、低い姿勢をとります。
（２）頭を守り　落下物や飛来物を避けるため、机の下に避難したり腕で頭を守ります。
（３）動かない　１分間はじっと動かないでいます。机が揺れで飛ばされないように、しっかり机の

脚を持ち固定します。

地震に備える
　今年は、大正14年５月23日に発生した北但大震災から
90年、平成７年１月17日の阪神・淡路大震災から20年の
節目となる年です。地震は、いつ起こるか分かりません。

２ 震災総合防災訓練（北但大震災90年メモリアル事業）のお知らせ
日　時　８月30日（日）午前９時～（１時間程度）
場　所　各区（町内会）　※メイン会場は港中学校
対　象　全市民
内　容　防災行政無線を合図とした安全確保行動や取組みなど
その他　詳細は、後日、区長（町内会長）さんを通じてお知らせします。ぜひ、参加してください。

４ フェニックス共済に加入しましょう！
　兵庫県住宅再建共済制度（フェニックス共済）は、阪神・淡路大震
災で学んだ教訓「助け合い」（共助）の大切さを生かし、県が条例に基
づいて実施する「安全」・「安心」の制度です。小さな掛け金（共済負
担金）で、住まいと地域の確かな安心を手に入れませんか。

（１） 住宅再建共済制度
　　年額5,000円の共済負担金で、半壊以上の住宅の再建に対し、最大600万円が給付されます。
　　 一部損壊特約　年額500円で補修時等に25万円の給付を受けることができます。
（２） 家財再建共済制度
　　年額1,500円の共済負担金で、半壊以上または床上浸水に対し、最大50万円が給付されます。
※複数年一括支払い加入（初年度＋３・５・10年）による割引や、住宅再建共済と家財再建共済との
同時加入による割引があります。詳細は、下記まで問い合わせていただくか、基金ホームページ
をご覧ください。
《問合せ》公益財団法人 兵庫県住宅再建共済基金☎078‒362‒9400

フェニックス
共済の特色

　地震、津波、風水害、豪雪、竜巻などあらゆる自然災
害が対象です。
　地震保険や他の共済に加入していても加入でき、給付
を受けられます。
　住宅の築年数や規模等と関係なく、定額負担で定額給
付です。

検　索フェニックス共済

３月17日（火）
午前10時～午後３時
市役所１階ロビーに
出張窓口を設けます。

フェニックス
サポーター
はばタン

３ 住宅の耐震化を進めましょう！
　昭和56年５月31日以前（旧耐震基準）に建築された住宅は、無料で耐震診断を受けることができま
す。建築住宅課（☎21‒9018）または各支所地域振興係に申し込んでください。
　また、簡易耐震診断を受けた住宅を耐震改修する場合は、豊岡市と兵庫県の助成制度があります。
詳細は、建築住宅課または県建築指導課（☎078‒362‒4340）に問い合わせてください。


